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書評

　本書は「風邪」診療と「不明熱」

診療の距離が極めて近接している

ことをあらためて認識させる良書

である。「風邪は万病のもと」と

いうが，恐らく正確には万病は病

初期，みな風邪のようにみえると

いうことなのだと思う。言い換え

れば問題の臓器も病因も不明なの

である。“Harrison”の内科書で長

らく感染症を担当した Petersdorf 

は「多くの病気が不明熱と名づけ

られている。それは医師が重要な

所見を見逃し，無視するためであ

る」と喝破した。これは評者が長

らく指摘してきた「風邪」という

診断名の乱用が問題臓器と病因の

検討不足の表現である事実とも関

連している。さらに外科学領域の

古典ともいえる“Cope’s Early 

Diagnosis of Acute Abdomen”が

「胃腸炎という診断は，まだ診断で

きていない病態に名前を与える行

為であることが多い」とコメント

していることも，胃腸炎と風邪の

違いはあれど同じ性質の病根を

扱っている。

明解な構成
　本書は極めてわかりやすい構成

になっている。第 1 章「風邪を風

邪と診断するノウハウ」と第 2 章

「風邪に紛れた風邪以外を診断す

るノウハウ」が本書を構成する 2 

つの基本的なモジュールで，さら

に第 3 章で「外来診療での処方と

高齢者診療のノウハウ」というプ

レゼントが添えられており，漢方

薬の使い方まで入ったサービス付

き。第 1 章では「風邪を風邪とす

る」ためには病変の解剖は基本的

に上咽頭付近に限局している点，

および「風邪」のように見えるが

本当の鑑別すべき数種類の病態に

ついて，意識すべき点などが綺麗

にアルゴリスムを添えて提示され

ている。第 2 章では発熱のみで必

ずしも上咽頭に問題が限局しない

不明熱的な病態を扱い，さらに「皮

疹」型，「関節痛」型，といった＋α

（プラスアルファ）で亜型に分類，

診療を進めている。この点では野

口善令先生方による名著『この 1 

冊で極める不明熱の診断学』1）

も＋α（プラスアルファ）に注目

した点を想起させ，さらに原点を

たどれば Total Family Care（TFC）

をお作りになった田坂佳千先生に

よる「かぜ症候群における医師の

任務は，他疾患の鑑別である」2）と

いう源流にたどり着く。

新しい世代の感染症医を輩出す
るもの

　同じ施設で仕事をさせていただ

いた経験はないが，おそらく著者

の岸田先生は非常に臨床的センス

のよい方に違いない。不明熱，風

邪，胃腸炎……どれも漠然とした

臨床の風景である。この漠然とし

た「風邪」の臨床風景を 2 つに大

別，さらに亜型に切り分けていく

作業には，臨床現場に必須のよい

意味での思い切りのよさが求めら

れる。そして，この思い切りのよ

さは一朝一夕に生み出されるもの

ではなく，日々の誠実な診療経験

からのみ生まれるものである。

　岸田先生ご自身のみならず，若

くしてここまでの本を書く医師を

指導されてきた先生方，田坂佳千

先生が始められた TFC や日本感

染症教育研究会（IDATEN）の先生

方にも深く敬意を払う次第であ

る。多くの読者を得ることを望み

ます。
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誰も教えてくれなかった「風邪」の診かた
重篤な疾患を見極める！

岸田直樹　著
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